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（論文内容の要旨） 
 
 自画像は、絵画の主題の一つであり、画家自身の、身体の肖像画である。そこでは、鏡の映り込みに
より直接には見られない自己の容貌が描かれてきた。15世紀のルネサンスに誕生して以降、自画像とは
「鏡の自己像」だった。 
 だが、鏡の自己像を描くことは、現代でも有効なのだろうか。本研究では、現代における自画像の可
能性を探究し、「自画像によって描かれる対象は鏡の自己像に限定されない」ことを明らかにした。 
 第一章では、自画像誕生のルネサンスの時代に注目する。他文化の交流により、当時の芸術家の探究
心は収まるところを知らなかった。絵画、彫刻、建築、数学はもちろん、複数の分野で活躍した「万能
の人」の登場である。なかでも、彼らの探求心は深く人体へ向けられた。この時期に生まれた３つの人
体絵画が「自画像」「肖像画」「人体解剖図」である。ここでは、自画像を一人称の人体絵画と位置づけ
る。そして、一人称の人体絵画によって引き起こされる、絵画（画家の肖像）が絵画（内容）を問う、
自己言及性の仕組みを明らかにした上で「自画像とは何か」という自画像表現の主題を見る。 
 第二章では、2004年から2007年にかけて筆者が行った、精神科を持つ病院での「自画像のワークショ
ップ」の事例を紹介する。自画像をテーマにワークショップを開催したところ、病院側から鏡の自己像
は酷であるとの理由から内容の変更を求められた。精神に病いを持った者にとって、自己を見つめると
いう行為は厳しい、という理由だった。回を重ね、鏡の自己像は描かれたものの、そこで「自画像とは
何か」という問いが投げかけられた。結果的に、鏡の反射に自己像を見つけるように、他の対象におい
ても自己像を見出せるものであれば自画像とし、多様なモチーフに共通して描かれた「自己の反射」を、
現代における自画像と見なす。果たしてそれらの絵は自画像なのか。 
 第三章では、ワークショップ内容について、さらに論考を展開する。自画像を主題としながらも「鏡
の自己像」に限らず、身体、風景、静物、仮想、夢、他人といった様々なモチーフが選ばれた。それは
「自画像の地図」であり、描かれた複数点の自画像を並べて構成してつくる一つのイメージである。例
えば、40点の自画像を描いたＫさんは、絵を自由に配置して「サッカーフィールド」の地図をつくった。
絵画の制作時期によってチーム編成がなされ、まるで一人の選手のように自画像一枚一枚が置き並べら
れることでゲームは始まり、物語が展開された。さらに2008年には、「自画像の地図」制作を目的とした
「セルフ・ポートレートラボ」を東京都現代美術館にて開催した。継続して描かれた自画像は、地図化
されることで「自己の反射の領域」をつくり上げる。10個の事例を挙げ、「自画像の地図」について分析
した。 
 第四章では、心理療法である「箱庭療法」の理論と「自画像の地図」を比較し、創造される「私的な
領域」のイメージを探る。箱庭療法とは、枠内へ自由に玩具を配置することで無意識的なイメージに遭
遇するための方法である。自己治癒力が活性化されるために箱庭があり、そこには治療と表現が交錯す
る。一方で、表現を目的とする「自画像の地図」にはセルフ・エデュケーションの特徴があり、箱庭療
法における治療者とクライアントを作者は両立させて表現を行う仕組みが明らかになった。そして地図
を通して「見る側」と「見られる側」の一致によって地図に鏡の反射の作用があることが分かった。こ
れらを通じて、自画像とは「自己の反射」を描いてきたことが分かった。つまり自画像が描いてきた対
象とは「鏡」であることを結論とする。 
 そして結論である「鏡」の見解から、美術史における画家の作品を考察する。ここでは、40枚以上の
自画像を描き、後世に影響を残したオランダの画家ゴッホを取り上げた。ゴッホが自らを傷つけた「耳
切事件」の直後に描かれた自画像では、愛用のパイプや傷を治療する包帯、分厚いコートなど鏡像以外
にも「自己の反射」を託していることを明らかにした。また芸術家村の構想を夢見ていた頃に描かれた
アルルの《寝室》では、専用の椅子、白木の寝台、鏡、衣類、友人である郵便夫ルーランの肖像画など
複数の「自己の反射」で構成する私的な領域を見つけた。その後、サンレミの精神病院で同じ構図の《寝
室》が繰り返し描かれ、それはゴッホにとっての「自画像の地図」であると考察し、自画像研究の可能
性を探った。 
 自画像のモチーフとは、これまで、単に「鏡の自己像」であると考えられてきた。しかし、主題に対
する表現方法は一つではなく、各時代によって繰り返し問題を提起することが重要である。自画像は現
代の問題として取り上げられる機会は少ない。絵画の重要な問題として「自画像とは何か」と現代版の
問い直しはなされていない。本研究では、ワークショップの事例等を通じ、現代における自画像のあり
方を再考した。 
 自画像とは「自己」と「表現」の営みにおける普遍的な問題へ近づくことのできる一つの有用な手段
である。そのためには、まず自画像の形式に潜む自己言及性から主題を導き出し、現代の自画像表現に
おける豊富な事例を検討し、さらに自画像によってつくられる「自画像の地図」という表現方法を見出
し、現代においての自画像とは何かと問うた。そして自画像が描いてきた対象は「鏡」であることを結
論とし、自画像という絵画における一形式の、現代における可能性を明らかにした。鏡の自己像に限ら
ないということは、身体の否定ではない。愛用するパイプ、専用の椅子、履き古した靴、家族の肖像、
夢見た寝室、それらは「身体の地図」である。 
 自己の身体を描くのが自画像であるが、自画像のモチーフは必ずしもそれに限定されない。私の身体
が履いていた靴、私の身体が座っていた椅子も、自画像のモチーフとなる。さらに、私の身体が暮らし
ている場所もまた「私」の一部である。そのような考察から、自画像の有り様を探り、自画像という絵
画の方法の、現代における可能性を明らかにした。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文の筆者・蓮沼昌宏君は、学部では絵画科・油画専攻を卒業し、大学院修士課程から美術解剖学
を専攻している。油画科では、卒業にあたって自画像を提出することが必須となっているが、この論文
の筆者も自画像を描いた。本人がどの程度の積極的な姿勢で自画像制作に挑んだのか、義務として描い
ただけだったのか、そのあたりは不明であるが、大学院で美術解剖学を専攻し、身体表現の問題に深く
関わるなかで、絵画科の学生時代に蒔かれた「自画像」という種が芽を出し、このたびの博士論文では
「いったい自画像とは何か」という根本的な問題と取り組み、その一つのまとめとして本論文が書き上
げられた。 
 第一章では「一人称の人体絵画による自己言及性の問題提起」として、絵画史のなかで描かれてきた
人物像を分析し、肖像画、自画像、人体解剖図の三つを、それぞれ「人称」の異なる絵画表現とし、自
画像の位置を定義づけた。 
 第二章では「自画像のワークショップ」と題して、筆者がこれまで実践的に行ってきた、自画像を描
かせるワークショップの成果を紹介し、その分析を行った。筆者は、精神病院の患者を対象に自画像を
描かせるという試みを行ったり、東京都現代美術館の川俣正展において、来館者に自画像を描いてもら
うなどを行い、データを収集してきた。それらの敬系から、自画像におけるもっとも根本的な問題であ
る「自己とは何か」という問題へと議論を深めていく。 
 第三章「自画像の地図」、第四章「自画像の領域」では、自画像とは鏡に映った自己の身体を描くこと
であるが、しかし自画像とはそれだけにとどまらないことを明らかにしていく。つまり、例えば私の身
体である足が履いていた靴は、私の身体の一部であり、それを描くことも自画像になる。同じく、私の
身体が腰掛けていた椅子を描くことも、私の身体が暮らしている部屋を描くことも、さらには私の身体
が暮らしていく土地を描くことも、どれも自画像に他ならないことを明らかにしていく。つまり自画像
は、鏡に映った自己の身体というものから離れてはいくが、そこに「身体」が、あるいはその痕跡があ
ることは、どこまでいっても変わらない。それが「自画像」であると筆者は考える。 
 そのような「自画像」を描くこと、あるいはワークショップ等で描くよう指導することは、現代社会
において、どのような意味や価値があるのか。いっけん形骸化して、古びてしまった「自画像」という
方法の新しい可能性を、筆者は探る。 
 自画像は、絵画におけるもっともど真ん中のテーマであり、また「私」という問題は、人間の知の、
あらゆるテーマのなかでもっとも重要なものの一つである。そのような自画像というテーマに、ワーク
ショップを交えた実践的な手法で迫り、論文として明快にまとめ上げたことは高く評価できる。 
 よって、本論文を合格とする。 
 
